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超高齢化社会を迎えた本邦においては認知症患
者が増加しており����年の時点での !歳以上の認
知症有病者数は" �万人と推定されている�)｡ 高齢
糖尿病患者では認知症のみならず加齢に伴う身体
機能の低下によりこれまで出来ていた薬剤管理が
出来なくなるなど治療上問題となることが経験さ

れている｡
今回, 血糖コントロールが悪化したインスリン

の自己管理が困難な高齢糖尿病患者に対して基
礎インスリンに週#回型 $%&'�受容体作動薬
(()*+,(-.')/012123/41�51+123-5,(-./63, 以
下$%&'�78と略す) の4*),()*3/41を併用する
ことにより血糖コントロールが改善した症例を経
験したので報告する｡

 !

症例#：9:歳, 女性｡
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自己管理の困難な高齢糖尿病患者に基礎インスリンと週#回型$%&'�受容体作動薬で
ある4*),()*3/41の併用により血糖コントロールの改善が得られたJ症例を経験した｡ 症
例#は9:歳の女性｡ 認知症の進行によりインスリンの自己管理が困難となり基礎インスリ
ンと4*),()*3/41の併用に変更｡ 変更前には強化インスリン療法を行っていたが, 変更後
もそれと同等の効果が得られた｡ 症例JはI9歳の男性｡ KLMで治療をしていたが血糖コ
ントロールが不良な状態が続いていた｡ 基礎インスリンと4*),()*3/41の併用に変更した
ところ血糖コントロールが改善し, 変更前に見られていた血糖値の大幅な変動も認められ
なくなった｡ 変更前後の血中N&7O&$比はいずれの症例でも変更後に改善していた｡ 基
礎インスリンと4*),()*3/41の併用は低血糖のリスクも低く, また介護者の負担軽減にも
つながり高齢糖尿病患者において有用な治療法であると考えられた｡
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